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ブータンにおける女性の教育と家庭生活
Women's Education and Family Life in Bhutan 
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HATTORI Noriko 
本研究はヒマラヤ11脈束部に位置する小田ブータンにおける女性たちの生活状況を、特に教育と結婚・家族について現
地での間取り調杏に基づき論じる。現地調杏は2008年9月と2011年1月に実施した。 悼|民の大半は農業に従事しているが、
火性の識字率が極端に低かった。そして、伝統的な結婚・家族では母系制、妻聞い・妻方居住婚で婚鯛儀礼がないなど指
摘されている。本研究では、まず第一に伝統的なブータン社会における女性の生活状況について、良業や織物業・小売業
を営む女性の事例により、女性の識字率が1Li:い社会的背景を明らかにする。そして、第二に、最近では近代的な学校教育
が普及しつつあり、それに伴い雇用労働に従事する人々が増えつつあるなど、ブータン社会は急激に変化しつつある。そ
こで、女性にttじている仕事や結婚・家族についての変化や、新たな課題について論じる。
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はじめに ブータンの概要
(1) プータン社会について
ブータンはヒマラヤ山脈の東部に位置する南アジア北
部の小国で、九十卜!とほぼ同じ規模の面積に、人口は
672405人 (Populationand Housing Cens凶 ofBhutan 
2005 以下、 Census2005と略す)である O 主要産業は
農林業で、人口の大半は農林・牧畜業を営んでいる。水
道設備を例にインフラの状況についてみると、自宅内に
水道のある家は22.7%、自宅敷地内に水道設備のある家
は61.5%に過ぎない (Census 2005)。電気はブータン
の主要な輸出品目であるが、停電も多く日常的な照明す
ら十分で、はない状況である。人々の全体的な生活レベル
は貧しく低く、平均寿命は67.2歳に過ぎない。ブータン
の人間開発指数 (HumanDevelopment Index) は『人間
開発報告書 201Uによると世界第141位である (United
Nations Development programs)。しかし、ブータンにお
いて環境保護政策が実施され、「国民総幸福 (Gross
National Happiness， GNH) J 、すなわち、人聞が主観的
幸福を実感できるような生活が目指されていることは、
近年、世界的に注目されている。
ブータンは1960年代から諸外国に門戸を開放し、 1970
年代に国連に加盟したばかりで、国際舞台にテ、ピ、ユーし
てまだ約半世紀に過ぎない。国内では近代的な社会制度
が導入され始めたが、その一方では自国の丈化・伝統を
維持する政策(たとえば、伝統的な民族服の着用が義務
付けられているなど) (写真1)が実施されている (Leo
E. Rose 1977二 2001)0すなわち、チベット仏教の一派
であるドゥック派が国教と定められ、仏教研究者の今枝
由郎氏はこれを「ブータン仏教jと呼んでいるが(今枝
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2005)、国の政治は仏教と一体化し執り行われている
(写真2)。
写真 1 女性はキラ、男性はコを着用する。さらに
ゾンなどでは女性はラチュ、男性はカムこをつける O
写真2 官庁と僧院は同じ敷地内にある O
ブータンでは都市部に人口を集中させず、国土全体に
社会的施設を分散させる政策が実施されている。しかし、
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最近、 10数年間のうちに、小村に過ぎなかった首都テイ
ンプーは人口10万人弱、国際空港のあるパロ (Palo) は
人口4万人弱へと急膨張している (Census2005)。そし
て、自給自足的な生活が営まれてきたブータンで、この
ような地域では商屈が増加し、消費丈化が急速に浸透し
つつあるけ1窪 2000)。ブータンの地域 (district) を農
村部(れlraI)と都市部 (ur加n) に分類すると、農村部
人口は69.1%で、都市部人口は30.9%である (Census
2005)0テレビやパソコンの全面解禁は1999年、 21世紀
に入り携帯電話が使用されるようになったばかりである。
ブータンと日本との関わりは深い。ブータンでの日本
人初の現地調査は、ブータンがまだ世界には鎖国状態で
あった1958年に中尾佐助により実施されている 以後、
日本の農業を主とする技術的、経済的な援助・協力によ
り、ブータンでは多種多様な農産物生産が可能になり、
農業生産性は高くなってきた。このような事情により、
わが国のプータンに関する研究では、農業などの援助報
告や研究成果が蓄積されてきた。最近ではブータンの独
特な政治・政策に関心が持たれ、また、教育状況につい
ても論じられている 2。
1 .ブータンにおける結婚・家族と教育
(1) ブータンにおける結婚・家族
ブータンの社会生活、特に結婚・家族については日本
ではほとんど知られていない。しかし、中尾をはじめ、
農業支援のため滞在した西岡京泊・里子や前述の今枝由
郎などはブータン滞在記を著している。その中でブータ
ン女性は堂々として活動的であること、また、結婚は妻
問婚がなされ母系制の家族制度であることなど、日本と
全く相違すると驚きつつ触れている(西岡ほか 1978 ; 
今枝 1994;今枝 2008)0
ブータン社会における結婚や家族の特徴は、丈献資料
によれば、以下の 3点に要約される(山本 2001:平山
2005など)。
① 自分の名前のみでファミリー・ネームはない
ブータンでは自分の名前のみで(名前をいくつか並べ
ることもある)、ファミリー・ネームはない。名前は仏
教に関連した名前を僧侶につけてもらうことが多く、男
女の区別は明白ではない。
② 母系制である
ブータンでは家・土地などは伝統的に女性が相続し、
家や農業についての実権は女性が握っている。ブータン
の歴史教科書には、ブータンでは実際に家に留まり土地
を守り年老いた家族の世話をするものが資産を相続して
きたため、結果的に女性が多くなったと記されている
(ブータン王国教育省教育部編 2008: 145)。この点につ
いて、平山は山岳地帯の危険で厳しい生活環境条件下で
は、万一の場合を想定し「家や土地は女が相続して守っ
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ていく方が財産の分散を防ぎ、家を継続するうえでは都
合がよかったと推測できるJ(平山 2005:257) と指摘し
ている。ブータン女性が堂々と活発であるのは、家長と
して日常生活において家庭の内外で決定権・発言権を持っ
てきたことも一因であろう。
③ 妻問い・妻方居住婚・婚姻儀礼なし
ブータンでは宗教儀礼・祭把などが多くあり、これも
男女が知り合う機会として機能し、また、自由な男女交
際が許容されている O 一夫一婦婚とは限らず重婚も認め
られている。結婚は男性が女性の家に通う妻聞い、妻訪
婚、あるいは、婚姻居住規則としては妻方居住婚が一般
的である(写真3)。
以上、ブータンでは自分の名前のみでファミリー・ネー
ムがないこと、母系制、妻聞い・妻方居住婚、婚姻儀礼
がないという点についてまとめた。
次に王族の結婚・家族生活について概観する O ブータ
ンの初代国王は1907年に即位し、現国王はまだ5代目に
過ぎない。ブータンの4代目国王 (2008年末退位)は一
度に4姉妹と結婚し王妃が4人いる(写真4)0この四
代目国王の王妃の一人ドルジ・ワンモ・ワンチュック
(Ash Dorji Wangmo Wangchuck) は、父親による自分
の一族や自身の生涯についての語りをまとめ著している
写真3 仕事の合間に談笑する男女
写真4-a フー タン王室の写真などが、民家には飾つである。
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写真4-b 四代目国王の結婚記念写真
(ドルジ・ワンモ・ワンチュック1999二 2004)。
この書によると、王妃の父親は自分や自分の周辺の人々
の男女関係について、見合や恋愛、離婚・再婚、立酌ト関
係など多様であったことを具体的に淡々と語っている。
この書で、著わされている父親自身と彼の妻との関係につ
いてみると、彼は若い頃に彼女を見染め、かなり長期間、
遠いところからでも足しげく彼女のもとに通った。妻方
の親たちは彼にかなりの期間、好感を持ってくれなかっ
たが、通い続けるうち徐々に認められるようになり、二
人は周囲にも公認の仲になった。その後、彼は自分の親
たちと一緒に妻の家の近くの借家に転居し、妻の家の農
業に従事するなど、妻の家族と生活の一部を協働してい
る。この例でも男性が女性の家に妻問いをし、定まった
婚姻儀礼がなく、夫婦は別居生活を続けている。
この王妃姉妹と 4代目国王との結婚については、この
王妃の別の著書によると(ドルジ・ワンモ・ワンチユツ
ク 2006二 2007)、国王とは1970年代に祭りで会ったこと
があり、 1979年にこの王妃の姉妹は計4人が同時に国王
と内々に結婚した。その後も王妃たちは親たちと同居し
続け、変わらない生活を続けている。周辺の人々には国
王が結婚し子どもがし、ることさえも知られていなかった
のである。この点について、王妃は「結婚はあくまで家
族の私的な出来事であって、公的にお披露目するもので
はありませんJ(ドルジ・ワンモ・ワンチュック 2006二
2007 : 124) と書いている O
前述の中尾は、ブータンで一人の男性が姉妹と結婚し
ている点について、「ブータンでは一人の男が姉妹と同
時に結婚することは許されている。姉と結婚すると妹は
自動的に結びついてくるJ(中尾 2004; 227)と書いて
いる。これ以前にも複数の王妃がいた王もいると記して
いる。
日本でも古代に天皇家を中心に姉妹がいわば一体をな
して一人の男性に嫁ぐ「姉妹型一夫多妻制」が行われて
いたと『古事記Jや『日本書紀jなどの研究から明らか
にされている(飯田 1976)0 20世紀中葉まで、ブータ
ンではヒマラヤの厳しい自然環境の下で、この婚姻に限
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らず、季節により首都や人々の生活の場を変えるなど、
人々は独特の風土・歴史を育み生活を営んで、きたのであ
る。しかし、ブータンにも国際化や近代化の波が近年、
急激に押し寄せつつある O 世界的な産業発達段階プロセ
スとは異なった近代化が進められつつあるという指摘も
あるが(山本 1993)、ブータン社会は転換期にある。前
述の四代目国王は、結婚9年目(1988年10月)に国の公
的行事としてブータン仏教に基づいた婚姻儀礼・披露宴
を執り行なったとのことである。
前述のように、ブータンは20世紀後半に諸外国に門戸
を開放したが、それ以後も伝統を維持する政策をとって
いる。しかし、グローノtリゼーションのJ皮カモ急i致にt甲し
寄せるに伴い、世界的な潮流に同調する方向での動きも
見られる。たとえば、四代目国王の夫方居住婚のほか、
五代日国王の一夫一婦婚などは、ブータンも欧米式の結
婚・家族のあり方と類似した方向へ変化しつつある例だ
と推察されるのである。
伝統的な社会から近代的な社会への移行プロセスの典
型例は、教育においてみることができる。そこで、ここ
ではブータンの教育について、近代教育制度への移行に
焦点をおいて検討する。
(2) 教育の現状
ブータンにおいて近代的な教育制度は1961年に始めら
れた。しかし、学校教育は地域的な事情や教員不足など
により遅々として進まない状況が続いてきた(宮本
2006、平山 2010)。最初はインド人教師により、イン
ドの教科書を採用し、インド式の教育が推進された。し
かし、現在は諸外国の動向を取り入れつつ、ブータン人
教師によりブータン独自の教育が実施されている(写真
5 )。
ブータンの教育・識字に関する統計では、 6歳児以上
写真5 学校の校舎と制服を着た子ども
の識字率は表 lの通りである。全体は59.5% (男性
69.1 %、女性48.7%)で、地域的にみると、都市部より
農村部の識字率は低く、女性の識字率は男性より地域を
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問わず、低い。
表-1 ブータンの教育・識字率(6歳以上) (%) 
| 都市部 | 農村部 | 全体
男性 83.1 62.6 69.1 
女性 67.5 40.6 48.7 
全体 75.9 52.1 59.5 
出所 Office of the Census Commi剖oner，Thimphu“Population 
and Housing Census of Bhutan 2005"より作成
2000年代に入ると国連のミレニアム開発目標において、
全世界の初等教育を2015年までに100%実施するなどの
目標が掲げられた。ブータンでも急激に教育改革が推進
されるようになった(写真 6)0 2008年に私たちは教育
省の39歳男性に進行中の教育改革について間取りを実施
したが、ブータンでは 6年間の基礎教育を2012年までに
達成し、 10年間の基礎教育を義務教育にする計画である
宅中.~.
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写真6 郵便局にはすべての子どもに教育を推進
しようという看板が掲げられている。
と語っていた。
ブータンの就学率は2007年に54.1% (女53.7%、男
54.6%) と低いが、性別による差異はほとんどない。当
該年齢の子どもについてみると、小学校就学率は109.1
%1'、中学校61.7%となっている(r人間開発白書
2011. (UNDP 2011)) 0 このように近年、急激に近代
的な教育が実施されるようになっている。ブータンでは
学校教育は無料であり、進級・進学の試験に合格すれば、
高校まで無料で教育を受けることができる。最近では進
学熱が徐々に高まり、高校の入学試験に落ちた進学希望
者のため、私立高校もでき始めている(写真7)0
2.研究目的友び研究方法
本調査研究では、ブータンの人々の生活について、そ
の伝統的な生活が、現在、どのように変わりつつあるの
かについて検討する。研究目的はより具体的には、以下
のような3点にまとめられる。
第一は、ブータンにおける社会生活では、結婚・家族
に関して、母系制、妻方居住婚などがなされていると指
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写真7 私立高等学校の教師と授業風景
摘されている。現在も実際にこのような社会生活が営ま
れているのか、現状はどのようであるかを明らかにする
ことである。
第二は、ブータンでは近代的教育制度が、近年、急激
に推進されるようになったが、それ以前までは、教育・
識字率が低く、とりわけ女性が低いと指摘されている O
このような教育状況において、人々はどのような社会生
活を営んで、きたのであろうかについて明らかにすること
である O
第三は、近年、学校教育が推進され普及してきている
が、まずは人々の就学・教育の現状をふまえた上で、人々
の暮らしはどのように変化しつつあるかについて明らか
にする。
つまり、ブータンの伝統的な社会生活に着目すると同
時に、近代的な教育の普及に伴い、人々の生活にはどの
ような変化が生じつつあるのかについて、特に女性の生
活や教育に着目して明らかにする O
研究方法は民家訪問による生活調査や、女性を中心に
した間取り調査である。
調査では対象女性の日常生活の状況について、結婚・
結婚後の居住、相続などに着目して尋ねた。また、調査
対象者のみでなく、その子どもたちについても、教育レ
ベルや結婚・家族などについても尋ねた。女性の教育状
況と生業・職業との関連性、そして、近年の生活の変化
や世代間での変化を明らかにしようとした。質問項目・
内容は訪問先の状況やプライパシーにも配慮し臨機応変
に対応した。
現地調査は2008年9月と2011年1月に約10日間、 2回、
ブータン西部と中部で実施した(図 1) 
3.調査結果
家庭訪問は計7軒 (2008年は 3軒、 2011年は 4軒)、
回答者は男性や子どもの場合もあるが、それは訪問時に
女性が不在の場合や他の家人が主に対応したなどによる。
職場での間取り調査は計4名 (2008年と2011年、各2名)
実施した。
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民家訪問した事例については、訪問先が農家であった
4事例 (A) と織物や小売業をしている 3事例 (B) に
分類した。間取り調査の4事例は雇用労働者 (c) とし
て論じる。
A 農家訪問の事例-4事例(写真8)
〔事例A-1] 
中部ブムタン県の女性41歳、夫47歳である。結婚は16
歳(夫22歳)である。夫は農業のほか大工仕事もしてい
る。現在、居住する家や土地などは CA-1 Jの所有で
ある。
CA一1]の生育環境についてみると、母親は一人っ
子で祖父の家に親族と一緒に住んで、いた。父親は同じ村
の人であるが、 CA-1 Jが誕生時には他の女性と結婚
中で、父親は CA-1 Jたちの生活を全く援助しなかっ
た。 CA-1 Jは生活のため働く必要があり不就学であ
写真9 僧院で修行する子ども、尼僧院もある(右下)
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る。
[A -1 Jの結婚経過についてみると、この村の寺院
に新しい寺の建物をつくるため義務労働"の人々が外
部からやって来た。夫も東部から大工として働きに来た
が、会ってすぐに結婚した。夫は4人きょうだし、だが、
夫方の親族には娘を出産した後、一度訪問したが、それ
以後、付き合いはない。
子どもは 5人(女2、男 3)おり、一番上は女25歳で
一番下は男l3歳である。 3番目から 5番目まで就学中で
ある。一番上(女25歳)は学校卒業後、テインプーで働
いている。二番目(男22歳)は学校9クラス終了後、家
の農業をしているが、早晩、結婚し家を出ていくと考え
られている。家や土地は娘に与える慣習があり、家は娘
2人のものである。老後は娘と一緒に暮らすのが良い。
息子はどのような妻と一緒になるかわからないからと語
る。
〔事例A-2 J 
西部ワンデュポタン県の農家を訪問し、 20歳男性に話
を聞いた。妻は22歳、子どもは 2歳男児一人であるが、
2-3人欲しいと考えている。 [A-2 Jは6年で学校
を中退し、 14歳の時、僧院修行を始めた。そのうち僧院
近くの農家の娘を好きになり、 17歳の時、修行をやめて
一緒になった。現在、妻方の家で暮らし農業に従事して
いる。妻は9人きょうだいの末子で、現在、母親と未婚
の姉2人と同居し、計6人が一緒に生活している。妻も
この家の姉たちも皆、不就学である。 [A-2 Jは5人
きょうだい(男 3、女2)の末子で、実家では姉の一人
が母親と同居し農業を継いでいる。兄たちはテインプー
に出て仏像制作のしごとをしている(写真9)。
〔事例A-3 J 
西部パロ県の農家で末娘20歳に話を聞いた。家族は両
親と子ども 4人である。
両親の年齢は父親64歳、母親62歳で、父親は宗教学校
で学んだが、母親は非識字・不就学である。
[A-3 Jは4人きょうだい(女3、男 1)の末子で、
姉 (3番目)23歳が家を継ぐため両親と同居している。
他の3人は教師や軍人などの職業に就き親元を離れ暮ら
している。農家では娘が跡を継ぐのが一般的なため、姉
は17-18歳の頃、家を継ぐことになった。
〔事例A-4 J 
西部ハ県の農家で14歳女性に間取りした。家族は両親
(父親51歳、母親45歳)と子ども 7人(一番上は女30歳
で一番下は女14歳)で、 [A-4 Jは末子である。父親
は4年間教育を受け軍隊に入っていたが、現在、農業に
従事している。母親は非識字である。
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写真10 織物業や商庖経営の女性
姉4人のうち 3人は学校を終了している。 l番目(女
30歳)は20歳の時、商売している男性と結婚し、近くの
村で住んでいる O 女性が結婚後、男性側の家に住むのは
この地域では大変、珍しい。 2番目(女25歳)は4年間
教育を受け、この家の農業に従事している o 19歳で結婚、
夫はゴムチェン(在家修行者)で、子どもが2人いる。
彼は僧侶をやめて3-4ヶ月後、この女性と知り合い 1
ヶ月後に結婚した。 3番目(女20歳)は18歳の時、この
村の男性(発電所勤務)と結婚し、パロに住んでいる。
女児が一人いるが、よく帰ってくる。男きょうだい2人
は軍人と僧侶修行中である O
この家の農業に従事する姉は妻方居住婚であるが、近
くの商家に結婚した姉は嫁入り婚をし、雇用労働者の男
性と結婚した女性は核家族で生活している。
B.織物業・小売業従事者 3事例(写真10)
〔事例B-1]
西部ワンデイボタン県で織物をしながら雑貨庖を経営
する女性32歳は、訪問時には村の会合に出かけ不在であっ
たため、庖香をしていた娘19歳に聞いた。
[B-1 Jは4人きょうだいの一番上で、高校卒業後、
庖番と幼いきょうだいの世話や家のことをしている O 弟
は小学4年生、双子の女子は 3歳である o (B-1]は
母親が13歳の時の子どもである O 母親は父親(タクシー
運転手)と 2年前に離婚した。
母親は東ブータン出身で高度の織物の腕を持っている。
1日平均6時間、織物をし、一枚の布を織るのに普通3
ヶ月、高級品は6ヶ月聞かかるという。母親は子どもの
頃から、家のことをしながら、祖母に織物を教えてもらっ
た。不就学である。 (B-1 Jは学校に通っていたため、
母親に織物を教えてもらっていない。本人もあまり興味
がない様子であった。
〔事例 B-2 J 
ブー タンにおける女性の教育と家庭生活
中部ブムタン県で織物をする37歳女性。夫は6年前か
らホテル支配人をしている O 子どもは4人おり(女3人、
男1人)、一番上は18歳女で一番下は女 1歳である。
[B-2 Jは東部ブータンの農家出身で、両親は父親
62歳、母親61歳である。きょうだいは4人、 [B-2 J 
が一番上で37歳、一番下(女19歳)は教員養成所に在籍
中である。
[B-2 J は母親が機織りする傍らで育ち、 12~13歳
頃から母親に織物を教えてもらった。現在、織物は注文
を受けて織るほか販売もしている。学校には 2クラスし
か行っていない。弟が生まれると子守りのため学校をや
めさせられた。学校は最初から男子が多く、女子は子守
りなどの家の用事をするため 2クラスで中退するのが一
般的であった。
[B-2 Jは16歳の時、同郷の男性を紹介され、 6ヶ
月間の交際の後、 17歳で結婚した。自分たちはブータン
では珍しく見合い結婚だと語る。夫は雇用労働者で新居
制で核家族である。彼女は家の用事をしながら、できる
範囲で織物をしている。
写真1 近代的な女性の仕事
(王宮警備員、タクシー運転手、銀行員、空港従業員)
写真12 観光業で働く女性
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〔事例B-3 J 
中部トンサ県で商庖を経営する女性4歳。 [B-3 J 
は30歳の時、 3人の子どもをかかえて離婚し、農業では
収入が少ないため、銀行から家・土地を担保にお金を借
りて商庖を始め現在に至る。子どもの教育のためにもお
金が必要であったという。
[B-3 Jはl3歳の時、親の決めた結婚をし、最初の
子どもを14歳で出産した。夫とは最初からうまくいかな
かったが、父親が亡くなった後、離婚を決め家から男性
を追い出した。家や土地は女性の所有であるため、それ
を担保に金を借りることができた。
[B-3 Jは3人きょうだいだが、 3人とも子ども時
代には家のしごとを手伝っていたため不就学である。
[B-3 Jは計算や英語などは、商売を始めてから必要
に迫られて、できるようになった。庖は午前8時にあけ、
冬は午後7-8時まで聞けている O 屈も子育ても誰にも
手伝ってもらわず、一人で頑張りやってきた。しごとは
うまくいき、子ども 3人とも教育を受けさせることがで
きた。また、住居もはじめはアパートを借りて住んで、い
たが、最近、近くに家をつくることができたと語る O
c.雇用労働者の女性の事例-4事例
ブータンでは1970年代から雇用労働者が誕生し、増大
しつつある(写真11)。特に近年、観光業が急激に成長
し、ホテル・レストランなどで若い女性が働いている
(写真12)。このような女性に職場で可能な場合に、仕事
や結婚・家庭などについて、若干の聞取りを試みた。
〔事例c-lJ
西部パロ県のホテル従業員女性は34歳、中学校卒業後、
ホテルに就職し14年勤務している。 l年のうち lケ月間
の休みを自分の希望通りに取ることができる。
家族は夫35歳、子どもは 8歳男子一人だが、 2人めを
妊娠中である。結婚は27歳(夫28歳)で、結婚式などは
特にしなかったが、内輪のパーティをした。子どもは4
歳までベビーシッターにみてもらい、 4歳からは自分た
ちのみで育てている O 労働時間の途中に帰ることもでき
るし、子どもがホテルに来ていることもある O 子どもの
学校は自宅近くにあり、昼食は帰宅し子どもと一緒にし
ている。働きながら子育てをすることは可能であると語っ
ている。
〔事例c-2 J 
西部ワンデュボタン県のホテル勤務の女性22歳、新聞
の募集を見て応募し、住居から離れたこのホテルで働き
l年になる。この地で知り合った男性(公務員)と結婚
した(夫24歳)。結婚時に [c-2 J 21歳、夫23歳であ
る。家庭のことは夫婦でしている。現在、妊娠9ヶ月で、
ベビーシッターを探しているが、見つけるのが難しく高
服部範子
くなっている。産休は 1ヶ月半あり、彼女の母親が約3
ヶ月間、手伝いに来てくれる。仕事はず、っと続けたいが、
仕事をしながらの子育ては大変だから、夫婦とも子ども
は1人のみで男子が欲しいと考えている。
[c-2 Jは2人きょうだいで、弟17歳は 9歳から僧
院で修行中である。夫は4人きょうだい、女20歳が家の
農業を継ぎ、男きょうだいは商売をしている。
〔事例c-3 J 
中部トンサ県のレストランで働く女性は19歳、高卒後、
自分からこのレストランに電話して採用してもらった。
働いて 8ヶ月になる。家は約2キロ離れた村にあるが、
住み込みで働いている。シーズンオフにはまとめて休み
を取ることができる。
家族は母親59歳。父は54歳で死亡(母45歳の時)。両
親の結婚年齢は，母21歳，父30歳である。きょうだい8
人の 5人目(男4人，女4人) (男31歳~男14歳)0兄31
歳は中学校の時，父が亡くなると学校を中退し軍隊に入っ
た。 2番目と 3番目は女で既婚、母と同居し農業に従事
して暮らしている。 4番目女はハの高校を卒業後、そこ
で恋愛結婚し住んでいる。弟2人は僧侶の修行中。 8番
目14歳男は他所の学校に行っている。
[c-3 Jは結婚は当面、考えていない。農業では生
活が苦しく、親やきょうだいに必要に応じ送金している。
また、この仕事は 5年聞が訓練期間と定められており、
この期間中に結婚することはできない。それ以後も、結
婚して子どもができれば、同じレストランで働く男性と
結婚する場合を除き、仕事はできなくなると語っている。
〔事例c-4 J 
西部ティンプー県のホテル・レストランで働く女性は
25歳。 24歳から働き始め現在I年になる。新聞の求人広
告に年齢・男女不問で l人募集していた。 20人応募し
[c-4 Jが採用された。勤務時間は午前6時から午後
10時まで、毎週木曜日が休日である。
テインプー出身で家族は父親49歳、母親50歳、 5人きょ
うだいの2番目(男27歳~男14歳)である。高校卒業後、
2年間は家にいて特に何もしていなかったが、新聞など
を読んで自分も仕事をした方が良いと考えるようになり
応募した。仕事をするようになって良かったと思ってい
る。給料の半分は貯金し、親・きょうだいにお金を渡す
ことはない。
職場には女性3人が働いているが、他の女性も学校卒
業後2-3年間は家にいた後、就職した。他の2人は既
婚だが、自分の親と暮らし、特に婚姻儀礼などはしてい
ない。現在、子どもはいないが、子どもができれば裁判
所に登録すると語っている。皆が出産後も働き続けたい
と考えており、子育ては家族が助けてくれると心配して
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いない。
4.考察友びまとめ
本稿では、ブータン社会における結婚・家族のあり方
と女性の日常生活の状況について明らかにしようと試み
た。ブータンでは近代的な学校教育が、近年、急激に推
進されている。そこで、ブータンにおける教育の現状を
明らかにすると同時に、それ以前には、ブータンにおけ
る教育・識字率はきわめて低く、とりわけ女性は男性よ
りも低いことが指摘されている。そのような杜会におけ
る人々の生活、とりわけ女性の社会生活はどのようでも
のであったのかについて分析を試みた。また、ブータン
において教育などの近代的な社会制度が普及するにつれ
て、女性の日常生活や社会にはどのような変化が生じつ
つあるのかについて明らかにしようとした。そのため、
親子世代差、教育やしごとの差異・変化に着目して分析
を試みた。
以下では、第一に妻方居住、女性が相続するなどと指
摘されている婚姻・家族のあり方について、第二にブー
タン社会において、識字率に男女差が見られ、特に女性
が低い点について、第三に近代的な学校教育が普及し、
雇用労働者が創出されつつあるが、それに伴って生じつ
つあるブータン社会における現状の問題点や今後につい
て論じる O
第一に婚姻・家族のあり方についてまとめる O 結婚は
自分で相手を決めて一緒になったケースがほとんどであ
る。現在も自由恋愛が当たり前で、結婚については正式
な婚約儀礼や結婚式はなく、贈物などや、親や親族との
間での儀礼的なものはほとんどない。結婚は妻方居住婚
が一般的で、夫方の親や親族とあまり付き合いがない。
例外的に見合い結婚、若い世代では商家に嫁入りし夫方
同居している、雇用労働者の夫と核家族で生活している
例が生じていた。
家や土地は現在も女性が相続している。離婚は女性の
家から男性を「追い出す」と語られる。ブータンでは離
婚が多いとは聞いたが、離婚後、女性は家・土地を担保
に商売を始めたとか、織物をして生活するなど、女性に
生活力や経済力があり、女性が堂々としてたくましく見
える。
第二は、教育についてである。ブータンでは男女とも
識字率・就学率が低かったが、特に女性が低かった点に
ついてである。その杜会的背景のーっとしては、ブータ
ンでは「ブータン仏教jが人々の日常生活に深く浸透し
ていることが挙げられる。伝統的に一家族で男一人は出
家し僧侶になることが期待され、男子は僧侶になるか否
かを問わず、僧院で学ぶのが一般的であった。そのため、
男性は上の年代でも僧院・宗教学校で読書き程度のこと
は学んでおり、非識字者はほとんどいない。男性は最近
ブータンにおける久性の教育と家庭生活
でも僧侶の修行をして僧侶になる人も多く、また、学校
を途中でやめて僧院に入る人や、その逆もある。現在も
近代的な教育と伝統的な僧院修行とがブータンでは未分
化であるように見える O それに対して、女性の場合には、
調査対象の農業や商庖経営をしている30歳代から上の世
代では非識字が多かった。女性は学校に通った場合も、
子守りや農業のため 1-2年間で中退している O 農林業
を主産業とするブータンにおいて、女性が土地・家など
を相続し、女性は農業の主たる担い手として育てられて
きたことがあげられる。少ない調査事例ではあるが、息
子が農業に従事している場合も、それはあくまで一時的
なものだと考えられている。息子が農家を継いで農業に
従事しているという話は、全く聞かなかった。農業の合
間や農閑期には織物や民芸が 6~7 歳頃から母親から娘
へと伝えられてきた。それゆえに女子は非識字が多いの
である。農業や織り物で一人前になるためには、年月を
かけて技能を習得しなければならない。伝統的な社会生
活では、読み書き能力はそう必要とされなかったという
ことであろう。ブータンでは家の働き手は女性で、男性
は僧侶などで家を出ていく存在、農業の働き手としては
二次的にしか期待されていなかったのである。
現代社会では独特に思われる婚姻、相続などのあり方
と、生業、識字率などの男女差は密接に関連しているの
である。
近代的な教育が始まり急激に普及しつつあるが、農家
の跡取りをする女性は、学校よりも農業に従事する方が
大事だと、きょうだいの中では学歴が低い傾向が生じて
いる。また、農家の母親世代は家や土地を将来、娘に相
続させたいと考えているが、近代教育を受け、外で働く
ようになった娘は、将来、これまで通りに相続するよう
な生活ができるのだろうか。
農業に従事する家庭は相対的に貧しく、金銭の得られ
る仕事が良いという考え方が生じている。雑貨庖(はブー
タンで最近、増え始めているが)を始めた女性は、必要
に迫られて読み書きできるようになったと語っている O
民家訪問した事例では、親子 2~3 世代間で農業従事
者の家庭から、学校に行って教師などの近代的職業に従
事する人が生じるなど世代間で顕著な変化が明らかとなっ
た。近代的な教育制度が実施されるにつれ、これまで家
で親から子どもへと継承されてきた伝統的な工芸技術
(織物など)の継承が難しくなるのが危倶されている。
ブータン社会における社会変動が人々の生活に変化を生
じさせていることが明らかになった。
第三は 近代的な教育が普及し、雇用労働者が宮廷生し
増加しつつある現状と、それによって起こっているブー
タン社会における変化、また、それに伴って生じている
課題についてである。
20歳代から下の年齢層では男女とも学校教育を受けて
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おり、確かに近年、教育が急激に進んでいる O 観光産業
で働く女性の場合、教育レベルが30歳代では中卒であっ
たが、 20歳代女性は高校卒業であった。
ブータンでの雇用労働者は、 30歳代女性はベビーシッ
ターが安く雇え、勤務時間中に家庭に戻って来ることも
できるなど、柔軟な勤務ぶりで、子育てと仕事を両立で
きると話していた。職場に男女とも子連れで来ているの
を見かけることもあった。しかし、女性にとって仕事と
子どもとの両立は徐々に難しい問題になっている。子育
ての見通しが立たない場合ほど、仕事を続けるためには、
子どもは一人だけで良いとか、結婚を当面しないと語っ
ている。きょうだい数は 6-7人など多かったのが、若
年層ほど子ども数も希望する子ども数も 2-3人と少な
くなっている。このような雇用労働者の事例はブータン
社会の今後の変化を予想させるものとなっている
ブータンは世界的にみても厳しい自然環境・生活条件
の下で、それに人々が適応しつつ独特の社会生活、特に
結婚・家族の有り様を発達させ維持させてきた。しかし、
近年、国際化、都市化の波が急激に押し寄せてきている。
現代のグローパル化した世界において、ブータン社会が
今後、どのように変容していくのか注目される O
付記
本研究は「南アジアにおける女子教育及ぴ女性のライ
フコースに関する総合的研究J(科学研究費 基盤 (B)
2007-2010年度)により実施した学術調査研究の一部を
なすものである。
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妻方居住婚 (uxorilocalmarriage) /夫方居住婚、妻問い・
妻訪婚などの用語は、以下の丈献に依拠する(比較家
族史学会編 1996)0 
4 )中退、再就学などにより、延べ人数が実数よりも上
回るため、 100%を超える。
5 )本調査はきわめて不十分で限られたことしかできな
かった。その主たる理由は、ブータンでは外国人の入
国を現在も条件など厳しく制限しているためである O
ブータンでは西部に空港があり、外国人はここから
入国する。東西の横断道があり車移動は可能だが、東
部への外国人の入国は難しい状況である O 調査対象者
については、こちらの希望を通訳・ガイドに伝え、一
服部範子
部が可能となった。第 1回調査の一部がまとめられて
いる(岩崎 2010)。
6 )ブータンで、は固への強制労働の義務が課されている。
7)ゲロン(出家僧)は一生涯、妻帯しない。ゴムチェ
ンは僧侶の服を着ず普通の日常生活しているが、地域
社会で僧侶に準じる役割を担っている。
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